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  化 学 

 

    問 3 塩化カリウム KClの水への溶解エンタルピー，KClの格子エンタルピー， 

カリウムイオン K＋の水和エンタルピーは，それぞれ，次の式(2)～(4)の 

エンタルピー変化を付した反応式で表される。ここで，格子エンタルピーは， 

1 molのイオン結晶のイオン結合を切断して気体状態のばらばらのイオンに 

するのに必要なエネルギーである。また，水和エンタルピーは，1 mol の気体 

状態のイオンが水分子を引きつけて水和イオンになるときにのエンタルピー 

変化である。これらを用いて，後の問い( a・b )に答えよ。 

 

      KClの水への溶解エンタルピー 

          KCl (固) ＋ aq → K＋aq ＋ Cl－aq   ΔH ＝ 17 kJ       (2) 

      KClの格子エンタルピー  

          KCl (固) → K＋ (気) ＋ Cl－ (気)    ΔH ＝ 720 kJ       (3) 

      K＋の水和エンタルピー 

          K＋ (気) ＋ aq → K＋aq        ΔH ＝ －340 kJ     (4) 

 

 

     a 塩化物イオン Cl－の水和エンタルピーを Q (kJ/mol)とすると，その変化は 

      次のように表される。 

 

         Cl－ (気) ＋ aq → Cl－aq   ΔH ＝ Q kJ 

 

       反応式(2)～(4)を用いると，Cl－の水和エンタルピーは何 kJ/mol になるか。 

最も適当な数値を，次の①～④のうちから一つ選べ。  9   kJ/mol  

 

      ① －363    ② －397    ③ －1043    ④ －1077 

 

 

 








































